
îのšイۮて
やめましĘう

ķűŎ͆ø
åみのšイۮてÝ೜൥つęうに

åみをšイۮてしないために

ӄצڸڡ

ʛେした׭߈

ℾࠇℾࠇÝ協උを

小平市まちのϴҙஆ̱ߎඟ

ॡかÝやってくĝĜだろうøĀなく

の೤ाとしてࠂۋ௰ۋ

と思Ġないø「うからܤॡかÝ」、「೜につかないからࠇ」

ʤࠇʤࠇのך੼øÞĝいなまちに

新型コロφウイルス感છ঱のӨڹで、テレϫーク
など在୐でաごす時間が増加したり、店舗からփ
されたりするなど、住民を取りڈやごみശがఫࡼ
。く生活環境が大きくมԽしましたר
それに൐って、市内の駅や路上などにϙイࣺてさ
れた؈、ළ、ペットボトルや、たばこの吸い֪な
どが目立つようになっています。また、ࣂいݘの
;んがॲ理されずに放ஔされていることに関する
ۤ৘や૬談も多く寄せられています。

▷ペットを散歩などで
外出させるときは、;
ん೘をॲ理するための
༻۩をܞ帯する

▷ごみは持ちؼって分
別し、ごみや資ݯの収
ूに出すか、ߪ入した
お店のճ収ボックスへ

▷ۭき؈やたばこの吸い֪などのごみをϙイࣺてすること
▷ペットがഉᔔした;んを放ஔすること

౎立小平高校では、毎年１ճ、生ె会がओ体となり、１、２年生で
市内の道路のਗ਼૟活動をしています。また、有ࢤで放課後などに高
校पลの道路のਗ਼૟をしています。中心となってਗ਼૟活動を行って
いる生ెにお話を聞きました。

路上には、؈やペットボトルのほか、たばこの吸い֪やۭきശ、マス
クなどが多くࣺてられています。ಛに、火が付いたままのたばこは火
、付近などߔだと思います。ごみは、生け֞やଆݥة、Ҽになりݪのࡂ
人目につきにくいところに多く、一つごみがあると、पลにもごみが
ूまっている印৅です。なぜ、自分の出したごみを持ちؼったり、所
定の場所にࣺてることができないのかとٙ問で、とても൵しく感じま
す。人目につかないから、誰かがरってくれるだろう、と思わないで、
ごみは路上にࣺてないというマφーを、一人一人がकってほしいです。

以前は、「自分ひとりが行うۇかな行動に意味があるのか」、「誰かが
やってくれるだろう」とଞ人事のように感じていたかもしれません。
しかし、ਗ਼૟活動をしていく中で、自分自身の問୊としてଊえるよう
になり、自分のできるൣғで行動することが重要だと感じました。ࠓ
後も、きれいなまちとなるように、活動をଓけていきたいです。一人
一人の行動で、ϙイࣺてされるごみがݮり、マφーをकる人が増えて
いくとخしいです。

行ҝ者にରして、ごみのϙイࣺてなどの行ҝの中止や、ごみのճ収などのݪ状ճ෮について指導、ק
ऴ的に໋令にैわない場合は、５ສ円以下のա料࠷、令を行います。また、ਖ਼当な理༝がなく໋、ࠂ
がՊされます。

▷自らまちをਗ਼ܿに保つ行動を心がけましょう
▷自୐およͼそのपลでの環境美Խ活動や自治会などによる地域の環境美Խ活動にご協力ください
▷歩行中または自స車、ݪ動ػ付自స車およͼ自動ೋྠ車に৐車中の٤Ԏは߇えましょう

※৚ྫの内༰など、詳しくは小平市ホームページ（右図23コード）をご覧ください。

令和4年６月１日に、小平市まちの環境美Խ৚ྫがࢪ行さ
れました。৚ྫでは、市、市民、事業者が一体となって環
境美Խの推進に取り組むため、市内全域で࣮ફする行動や
マφーを示すとともに、ごみのϙイࣺてや、ࣂいݘなどの
;んの放ஔをې止しています。
問合せ　環境੓策課☎０42（３4６）９5３６

ੜ͚֞にࣺてらΕた
ペットϘトル

࿏্࿬にࣺてらΕた
Ϗン

ベンνにࣺてらΕた
ペットϘトルとお՛ࢠ
の༰ثแ૷

࿏্にࣺてらΕた
た͹͜のٵい֪

౎ཱ小平ߍߴੜె会
ปさΜ（ӈ）ڮと、Ԭ（ࠨ）さΜګޱࢁ

つながり、共に創るまち　こだいら

ぶるべー

ྩ࿨４೥（2022೥）

6/5
ୈ����߸

やさしいにほΜごでのお஌（し）らせ

௨஌を発送　ಛ定݈߁਍ࠪ・一ൠ݈߁਍ࠪ…3面
市民੫・౎民੫（住民੫）੫ֹ決定・ೲ੫௨஌書を発送…２面

自治会地域懇談会………………………………4面
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
サ
ポ
ー
ト

住
民
票
、課
税
・
非
課
税

証
明
書
の
交
付

ྟ
࣌
૭
ޱ
Λ
։
ઃ

日

程

▽
６
月
２１
日
（
火
）

津
田
公

民
館

▽
６
月
２８
日
（
火
）

大
沼
公
民
館

※
い
ͣ
れ
も
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で
。

⿆
ॅ
民
ථ
、
՝
੫
・
ඇ
՝
੫
ূ
໌
書
ަ
෇

࣋
ͪ
物

׭
公
署
発
行
の
إ
写
真
付
き
本

人
確
認
書
類
（
運
స
໔
ڐ
証
、
パ
ス
ϙ
ー

ト
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
住
民
基
本

୆
ா
カ
ー
ド
な
ど
）

※
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
本
人
確
認
書
類

２
点
（
保
険
証
、
ҩ
ྍ
証
、
年
金
手
ா
、

਍
࡯
݊
な
ど
）
が
ඞ
要
で
す
。

※
代
理
人
や
別
ੈ
ଳ
の
方
が
੥
ٻ
す
る
場

合
は
、
委
೚
ঢ়
が
ඞ
要
で
す
。

申
込
み

当
日
、
会
場
へ

⿆
マ
イ
φ
ン
バ
ー
Χ
ー
ド
申
੥
α
ϙ
ー
ト

交
付
申
੥
書
の
ه
入
方
法
の
説
明
や
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
用
の
写
真
ࡱ
影
、

申
੥
書
の
ड
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

※
写
真
ࡱ
影
අ
や
申
੥
書
の
༣
送
අ
は
か

か
り
ま
せ
ん
。

※
当
日
の
持
ち
物
な
ど
、
詳
し
く
は
小
平

市
民
੫
・
都
民
੫
（
住
民
੫
）
੫
ֹ
決

定
・
ೲ
੫
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。

ൃ
送
日

６
月
１０
日
（
金
）

※
給
༩
ಛ
別
௃
ऩ
（
給
༩
か
ら
の
ಛ
別
௃

ऩ
で
ೲ
付
）
の
方
は
、
５
月
１３
日
（
金
）

に
ۈ
務
先
へ
発
送
し
ま
し
た
。

対

象

令
和
４
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
に
住
所
が
あ
る
、
ま
た
は
市
内
に
住
所

は
な
い
が
、
家
屋
ෑ
や
事
務
所
・
事
ۀ
所

が
あ
る
方
で
、
次
に
該
当
す
る
方

▽
ී
通
௃
ऩ
（
年
４
回
に
分
け
て
個
人
で

ೲ
付
）

▽
年
金
ಛ
別
௃
ऩ
（
年
金
か
ら
の
ಛ
別
௃

ऩ
で
ೲ
付
）

※
ೲ
付
書
が
ෆ
要
な
方
（
口
座
ৼ
替
の
ར

用
者
や
年
金
か
ら
全
ֹ
ಛ
別
௃
ऩ
さ
れ
る

方
）
に
も
੫
ֹ
決
定
・
ೲ
੫
通
知
書
を
発

送
し
ま
す
。口
座
ৼ
替
を
ར
用
す
る
方
は
、

ೲ
ظ
ݶ
前
に
࢒
ߴ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▪
՝
੫
・
ඇ
՝
੫
ূ
໌
書
͕
ඞ
要
ͳ
ํ

令
和
４
年
度
の
課
੫
・
ඇ
課
੫
証
明
書

（
所
ಘ
証
明
書
）
は
、
６
月
１０
日
（
金
）

か
ら
発
行
し
ま
す
。
給
༩
ಛ
別
௃
ऩ
の
み

の
方
は
、５
月
１３
日
（
金
）
か
ら
発
行
（
૭

口
、
༣
送
の
み
）
し
て
い
ま
す
。

▪
՝
੫
・
ඇ
՝
੫
ূ
໌
書
の
ί
ン
Ϗ
ニ
ަ

෇
６
月
１０
日
（
金
）
か
ら
、
全
国
の
マ
ル

チ
コ
ピ
ー
機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
、
本
人
の
࠷
新

年
度
の
課
੫
・
ඇ
課
੫
証
明
書
を
औ
ಘ
で

き
ま
す
。

ར
用
時
間

午
前
６
時
３０
分
〜
午
後
１１
時

※
年
຤
年
࢝
、
シ
ス
テ
ム
の
保
守
点
ݕ
時

を
除
き
ま
す
。
ま
た
、
ళ
ฮ
の
営
ۀ
時
間

に
よ
っ
て
ར
用
時
間
は
ҟ
な
り
ま
す
。

※
６
月
７
日
（
火
）
の
午
後
５
時
３０
分
か

ら
８
日
の
（
水
）
午
前
６
時
３０
分
ま
で
、

９
日
（
木
）
の
午
後
５
時
３０
分
か
ら
１０
日

（
金
）
の
午
前
６
時
３０
分
ま
で
は
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
の
た
め
ར
用
で
き
ま
せ
ん
。

対

象

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
ར
用
者
証
明

用
電
子
証
明
書
を
౥
ࡌ
ࡁ
み
）
を
持
っ
て

い
る
本
人

▽
確
定
申
ࠂ
か
市
民
੫
・
都
民
੫
申
ࠂ
を

し
て
い
る
、
ま
た
は
給
༩
や
年
金
の
支
෷

者
か
ら
市
に
報
ࠂ
が
あ
る

※
前
ड़
以
外
の
方
で
、
証
明
書
を
ඞ
要
と

す
る
方
は
、
先
に
市
民
੫
・
都
民
੫
申
ࠂ

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
令
和
４
年
１
月
１
日
に
小
平
市
に
住
民

ొ
࿥
を
し
て
お
り
、
現
在
も
小
平
市
に
住

民
ొ
࿥
を
し
て
い
る

࣋
ͪ
物

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個

人
番
号
カ
ー
ド
）

▽
ར
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
の
҉
証
番

号
（
４
ܻ
の
数
ࣈ
）

▽
手
数
料

１
通
２
百
円

※
૭
口
で
औ
ಘ
す
る
場
合
は
、
２
百
５０
円

が
か
か
り
ま
す
。

࣍
の
͍
ͣ
Ε
か
に
֘
౰
す
る
ํ
͸
、
૭
ޱ

ま
ͨ
͸
༣
送
で
੥
ٻ
を

▽
現
在
、
小
平
市
に
住
民
ొ
࿥
を
し
て
い

な
い
（
小
平
市
か
ら
స
出
し
た
）

▽
ほ
か
の
ೲ
੫
ٛ
務
者
の
方
の
੫
法
上
の

ැ
ཆ
と
な
っ
て
お
り
、
自
身
の
確
定
申
ࠂ

や
市
民
੫
・
都
民
੫
申
ࠂ
を
し
て
い
な
い

▽
ߴ
౳
学
校
౳
就
学
支
援
金
౳
の
申
੥
に

ඞ
要
な
ௐ
整
߇
除
ֹ
の
ه
ࡌ
さ
れ
た
証
明

書
が
ඞ
要

※
૭
口
ま
た
は
༣
送
で
੥
ٻ
す
る
際
に
、

ௐ
整
߇
除
ֹ
ه
ࡌ
の
ࢫ
を
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

▽
ે
੫
৚
約
に
よ
り
、
課
੫
を
໔
除
さ
れ

て
い
る

▽
市
民
੫
・
都
民
੫
の
減
໔
（
減
ֹ
や
໔

除
）
を
ड
け
て
い
る

▪
年
ۚ
か
ら
の
Ծ
௃
ऩ

住
民
੫
が
年
金
か
ら
௃
ऩ
さ
れ
、
令
和

４
年
１
月
１
日
以
後
も
引
き
続
き
小
平
市

に
お
住
ま
い
の
方
は
、
令
和
３
年
度
の
年

੫
ֹ
（
公
的
年
金
な
ど
の
分
）
の
൒
分
を

令
和
４
年
４
月・６
月・８
月
の
３
回
に
ׂ

り
ৼ
っ
た
金
ֹ
が
年
金
定
ظ
支
給
時
に
年

金
か
ら
ಛ
別
௃
ऩ（
Ծ
௃
ऩ
）さ
れ
ま
す
。

▪
ýü
ࡀ
に
ͳ
ỳ
ͨ
ํ

令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
６５
歳
の
方

は
、
公
的
年
金
に
対
す
る
住
民
੫
の
年
金

ಛ
別
௃
ऩ
が
開
࢝
さ
れ
ま
す
。
こ
の
制
度

は
１０
月
支
給
分
か
ら
開
࢝
さ
れ
る
た
め
、

６
月
と
８
月
の
２
回
は
、
ೲ
付
書
ま
た
は

口
座
ৼ
替
で
ೲ
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ

੫
務
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
５

２
２
・
９
５
２
３

６
月
３０
日（
木
）ま
で
に
納
税
を

市
民
੫
・
都
民
੫
の
ී
通
௃
ऩ
（
第
１

ظ
）
の
ೲ
付
は
、
６
月
３０
日
（
木
）
ま
で

で
す
。

市
੫
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
ೲ

付
で
き
る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
ར

用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
ೲ
付

（
̛㇨

㈗

︱
Ｒ

㈮

ㇺ

̚
̜
̞
公
金
支
෷
い
）、
ス
マ

ー
ト
フ
Ỽ
ン
ア
プ
リ
で
の
ೲ
付
も
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
ೲ
੫
通
知
書
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
ศ
ར
で
ೲ
め
๨
れ
の
な
い
口
座
ৼ
替
を

ご
ར
用
く
だ
さ
い
。

▪
市
੫
の
ೲ
期
内
ೲ
෇
に
ご
協
力
を

市
੫
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
使
わ
れ
る
و

重
な
ࡒ
源
で
す
。
市
੫
の
ೲ
ظ
内
ೲ
付
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ೲ
ظ
ݶ
を
ա
͗
る
と
、
༣
ศ
ہ
、
Ώ
う

ち
ょ
ۜ
行
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
̛

︱
Ｒ
̚
̜
̞
公
金
支
෷
い
ೲ
付
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
ೲ
ظ
ݶ
を
ա
͗
る
と
、
ಜ
ଅ
ঢ়
が
発
送

さ
れ
る
ほ
か
、
Ԇ
଺
金
の
௃
ऩ
、
ࠩ
ԡ
え

な
ど
の
଺
ೲ
処
分
を
ड
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

▪
市
੫
を
ೲ
期
ݶ
内
に
ೲ
෇
で
き
ͳ
͍
ํ

͸
、
ೲ
੫
૬
ஊ
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
ऩ
入
が
大
෯
に
減
少
し
た
、
事
ۀ
の

ܧ
続
が
難
し
く
な
っ
た
な
ど
、
市
੫
を
ೲ

ظ
ݶ
内
に
ೲ
付
で
き
な
い
事
情
が
あ
る
方

は
、
ೲ
੫
が
༛
予
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

ऩ
ೲ
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
５

２
７

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

定

員

各
１６
人

申
込
み

ر
๬
日
の
２
日
前
（
土
曜
・
日

曜
日
を
除
く
）
の
正
午
ま
で
に
、
電
話
で

問
合
せ
先
へ
（
先
着
順
）

問
合
せ

▽
住
民
ථ
、
課
੫
・
ඇ
課
੫
証

明
書
交
付
に
関
す
る
こ
と
ộ
市
民
課
☎
０４２

（
３
４
６
）
９
５
２
０

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
੥
サ
ϙ
ー
ト

に
関
す
る
こ
と
ộ
小
平
市
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
８

４
１都

市
計
画
Ҋ
を
ॎ
ཡ

౦
ژ
都

住
宅
市
֗
地
の
開
発
整
備
の
方
਑
に
つ

い
て
、
都
市
ܭ
画
Ҋ
の
ॎ
覧
を
し
ま
す
。

▪
ॎ
ཡ

と

き

６
月
９
日（
木
）〜
２３
日（
木
）

と
こ
ろ

都
市
ܭ
画
課（
市
役
所
４
֊
）、

東
京
都
都
市
整
備
ہ
都
市
ܭ
画
課
（
新
宿

区
西
新
宿
２
︱
８
︱
１
）

▪
意
ݟ
書
の
ఏ
出

対
象
区
域
内
に
在
住
ま
た
は
ܭ
画
Ҋ
に

ར
害
関
係
の
あ
る
方
は
、
意
見
書
を
提
出

で
き
ま
す
。

申
込
み

６
月
９
日
（
木
）
か
ら
２３
日

（
木
）
ま
で
（
消
印
有
効
）
に
、
意
見
書

に
ܭ
画
Ҋ
の
名
শ
、
ご
意
見
（
書
ࣜ
自

༝
）、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
ه
入

の
う
え
、
東
京
都
都
市
整
備
ہ
都
市
ܭ
画

課
（
〒
１☤０
︱
８
０
０
１

新
宿
区
西
新
宿

２
︱
８
︱
１
）
へ

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

H
検
索

東
京
都
都
市
整
備
ہ
都
市
ܭ
画

課問
合
せ

▽
ॎ
覧
や
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て
ộ
東
京
都
都
市
整
備
ہ
都
市
ܭ
画
課

☎
０３
（
５
３
８
８
）
３
２
２
５

▽
住
宅
市
֗
地
の
開
発
整
備
の
方
਑
に
つ

い
て
ộ
東
京
都
住
宅
政
ࡦ
本
部
ا
画
ܦ
理

課
☎
０３
（
５
３
２
０
）
４
９
３
８
、
都
市

ܭ
画
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
５
５
４

޻

ࣄ

આ

໌

会

ୋ
の
୆
Ӻ
લ
޿
৔
੔
උ

ୋ
の
୆
駅
前
広
場
の
整
備
に
つ
い
て
、

޻
事
の
内
容
や
時
間
ଳ
、
޻
事
中
の
う
回

な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

と

き

６
月
２４
日
（
金
）

午
後
７
時

〜
８
時
、
６
月
２６
日
（
日
）

午
前
１０
時

〜
１１
時

※
各
回
、
同
じ
内
容
で
す
。

と
こ
ろ

小
川
公
民
館
ホ
ー
ル

※
車
で
の
དྷ
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

申
込
み

当
日
、
会
場
へ

※
説
明
会
の
内
容
は
、
６
月
２４
日
（
金
）

以
降
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ー
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

問
合
せ

道
࿏
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
５

４
８໌

る
͍
બ
ڍ
ਪ
ਐ
ҕ
員

࿩
し
͋
͍
ࢦ
ಋ
員
ܾ
ま
る

明
る
い
選
ڍ
推
進
委
員
は
、
都
と
市
区

町
村
の
明
る
い
選
ڍ
推
進
協
議
会
か
ら
委

৤
さ
れ
、
Ϙ
ラ
ン
テ
ỹ
ア
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
話
し
あ
い
指
ಋ
員
は
、
明
る
い
選

ڍ
推
進
委
員
に
助
ݴ
や
指
ಋ
を
行
い
、
明

る
い
選
ڍ
推
進
運
動
を
支
援
し
て
い
ま

す
。明

る
い
選
ڍ
推
進
委
員
と
話
し
あ
い
指

ಋ
員
は
、
有
ݖ
者
が
日
頃
か
ら
政
治
と
選

ڍ
に
関
心
を
持
ち
、
選
ڍ
ҧ
൓
の
な
い
き

れ
い
な
選
ڍ
が
実
現
す
る
こ
と
を
໨
ඪ
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
౤
ථ
参
加
を

ݺ
び
か
け
る
ܒ
発
活
動
、
政
治
や
選
ڍ
に

関
す
る
講
演
会
の
開
催
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
೚
ظ
は
令
和
６
年
３
月
３１
日
ま
で

で
す
。

▪
໌
る
͍
બ
ڍ
ਪ
ਐ
ҕ
員

▽
山
田
和
美
（
౤
ථ
区
１
）、
∁
森
ܙ
美

子（
౤
ථ
区
２
）、ए
ྛ
明
子（
౤
ථ
区
３・

෭
会
௕
）、千
代
田
美
ዳ
子（
౤
ථ
区
４
）、

ย
ۅ
た
け
子（
౤
ථ
区
５
）、দ
Լ
๜
子（
౤

ථ
区
６
）、
∁
ڮ
千
ळ
（
౤
ථ
区
７
）、
௕

内
ྰ
子
（
౤
ථ
区
９
）、
大
༑
ዳ
子
（
౤

ථ
区
１０
）、
দ
ඌ
و
代
（
౤
ථ
区
１１
）、
௕

໺
久
美
子
（
౤
ථ
区
１２
）、
Ѩ
久
津
ࡾ
千

代
（
౤
ථ
区
１３
）、
ࠤ
々
木
美
ஐ
子
（
౤

ථ
区
１４
）、
ࡉ
谷
ҳ
ࢬ
（
౤
ථ
区
１５
）、
٢

本
ま
Ώ
み
（
౤
ථ
区
１６
・
෭
会
௕
）、
津

田
ஐ
子
（
౤
ථ
区
１þ
）、
ࠤ
౻
ོ
子
（
౤

ථ
区
１８
）、
八
ਘ
ዳ
津
子
（
౤
ථ
区
１９
・

会
௕
）、
૬
ᖒ
美
ஐ
子
（
౤
ථ
区
１９
）、
内

ງ
٠
ߐ
（
౤
ථ
区
２０
）、
ࠜ
岸
直
子
（
౤

ථ
区
２２
）、
小
໺
み
ど
り
（
౤
ථ
区
２２
）、

ੴ
井
ত
子（
౤
ථ
区
２３
）、小
ാ
れ
い
子（
౤

ථ
区
２４
）、
஛
内
良
子
（
౤
ථ
区
２þ
）（
ܟ

শ
ུ
）

▪
࿩
し
͋
͍
ࢦ
ಋ
員

▽
܀
ݪ
Ԇ
ߐ
、
津
田
洋
子
（
ܟ
শ
ུ
）

問
合
せ

選
ڍ
管
理
委
員
会
事
務
ہ
☎
０４２

（
３
４
６
）
９
５
７
６

৹
ٞ
会
ͳ
Ͳ
の
日
程

そ
れ
ͧ
れ
๣
ௌ
で
き
ま
す
。

㇦̬

㈺

㈘̗̚

会

議
は
、
委
員
が
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
で

出
席
す
る
会
議
で
、
会
場
の
Ϟ
ニ
タ
ー
で

๣
ௌ
で
き
ま
す
。
な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
๣
ௌ
は
で
き
ま
せ
ん
。

会
議
࿥
は
後
日
、
市
政
資
料
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
１
֊
）、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▪
ࣾ
会
ڭ
育
ҕ
員
の
会
ớٞ
̬
̚
̗
会
ٞ
Ờ

と

き

６
月
１６
日
（
木
）

午
前
９
時

３０
分
か
ら

と
こ
ろ

市
役
所
６
֊
大
会
議
室

定

員

５
人

申
込
み

当
日
、
会
場
へ
（
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

問
合
せ

地
域
学
習
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
７
４

▪
ڭ
育
ҕ
員
会
定
ྫ
会

と

き

６
月
１６
日
（
木
）

午
後
２
時

か
ら

と
こ
ろ

市
役
所
６
֊
大
会
議
室

定

員

５
人

申
込
み

当
日
、
午
後
１
時
４０
分
か
ら
、

会
場
で
ड
付
（
先
着
順
）

問
合
せ

教
育
૯
務
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
６
８

▪
จ
Խ
ࡒ
保
ޢ
৹
ٞ
会

と

き

６
月
１þ
日
（
金
）

午
後
１
時

３０
分
か
ら

と
こ
ろ

市
役
所
３
֊
ி
議
室

定

員

３
人

申
込
み

当
日
、
会
場
へ
（
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

問
合
せ

文
Խ
ス
ϙ
ー
π
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
０
１

▪
ഇ
غ
物
ݮ
ྔ
౳
ਪ
ਐ
৹
ٞ
会

と

き

６
月
２４
日
（
金
）

午
後
２
時

か
ら

と
こ
ろ

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
２
֊
多

໨
的
室

定

員

１０
人

申
込
み

当
日
、
会
場
へ
（
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

問
合
せ

資
源
循
環
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
３
５

▪
ớ
Ծ
শ
Ờ
খ
ฏ
市
จ
Խ
ス
ϙ
ー
π
ਪ
ਐ

計
画
検
౼
ҕ
員
会

と

き

６
月
２９
日
（
水
）

午
前
９
時

３０
分
か
ら

と
こ
ろ

市
役
所
６
֊
大
会
議
室

定

員

１０
人

申
込
み

当
日
、
会
場
へ
（
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

問
合
せ

文
Խ
ス
ϙ
ー
π
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
８
４
３

▪
੨
গ
年
問
୊
協
ٞ
会

と

き

６
月
２９
日
（
水
）

午
後
１
時

３０
分
〜
３
時

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
講
座
室
２

定

員

２
人

申
込
み

当
日
、
会
場
へ
（
先
着
順
）

問
合
せ

子
育
て
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
８
１
５

市
民
税
・
都
民
税
（
住
民
税
）

　
　
税
額
決
定
・
納
税
通
知
書
を
発
送

市報͜だいら　ిࢠॻ੶൛
ø÷かޠࠃで配৴
ࣗಈԻ੠ಡΈ্͛にも対Ԡ

スマートϑΥン用ΞϓϦ
小平トϐッΫス
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ˌþ１１９ʢܞଳి࿩ɺ1)4ɺϓογϡճઢ͔Βʣ
０４２ʢ５２１ʣ２３２３ʢμΠϠϧճઢ͔Βʣ

Ϳ΂͖͔໎ͬͨ৔߹ͷݺΛंٸٹ
૬ஊɾ２４ؒ࣌

খฏফ๷ॺ
පӃɾ਍ྍॴҊ಺ ０４２ʢ３４１ʣ０１１９ ؒ࣌ͷҊ಺ɾ２４ؔػҩྍٸٹ

౦ژ౎ҩྍؔػҊ಺
αʔϏεʢͻ·ΘΓʣ ０３ʢ５２þ２ʣ０３０３ ਍ྍதͷҩྍؔػͷҊ಺ɾ２４ؒ࣌

東ژ౎ʹΑるٸٹ਍ྍͳͲの૬ஊ・Ҋ಺

日　　ఔ ਍�ྍ�時�ؒ ໊　শ ॴ　ࡏ　஍ ి�࿩�൪�߸

਍ྍٸ೔Ԡٳ ೔༵೔ɺॕ೔ɺ
೥຤೥࢝ લޕ ޙޕʙ࣌９ ࣌５ খฏࢢҩ

ٸձԠࢣ
਍ྍॴ

ֶԂ౦ொ
１ʵ１９ʵ１２
ʢ݈߁ηϯλʔ಺ʣ

０４２ʢ３４６ʣ３þ０６
ʢهࠨ਍ྍؒ࣌಺ʣ

४໷Ԡٸ਍ྍ ݄༵ʙ೔༵೔
ʢ೥தແٳʣ

３０෼࣌３０෼ʙ１０࣌þޙޕ
ʢड෇͸１０１５࣌෼·Ͱʣ

˞Ԡٸ਍ྍॴͷ਍ྍՊ໨͸಺ՊͱখࣇՊͰ͢ɻߍߴੜҎԼͷड਍͸ɺอऀޢͷಉ൐͕ඞཁͰ͢ɻ݈߁อূݥɺ֤
छҩྍඅडূऀڅΛ๨Εͣʹ͓͍ͩͪ࣋͘͞ɻ

Պʣࣇ਍ྍʢ಺Պ・小ٸ਍ྍ・४໷Ԡٸ日Ԡٳ

਍ྍҩ（਍ྍ時ٸՊԠࣃ日ٳ ɿؒ午前9時〜午後5時）
日　　ఔ ҩྍ໊ؔػ ॴ　ࡏ　஍ ి�࿩�൪�߸

ý 月 ü 日（日） ͻ Ζ ࣃ Պ ҩ Ӄ খ઒੢ொ ４ʵ２４ʵþ ０４２ʢ３４１ʣ９３８８
ý 月øù日（日） Ӊ ֿ ࣃ Պ ҩ Ӄ ຊ Ӄ ՖখۚҪ １ʵ ３ʵ２８ ０４２ʢ４６１ʣ５２５６
ý 月øĀ日（日） ੨໦ࣃՊΫϦχοΫ ླ໦ொ ２ʵ８４６ʵ２９ɹϩΠϠϧΨʔσϯ１０１ ０４２ʢ３８３ʣ２６４８
˞ड਍ͷࡍ͸ɺࣄલʹ͓໰͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻ·ͨɺҩྍؔػ͸มߋʹͳΔ৔߹͕͋Γ·͢ɻ

Ո
଒
հ
ޢ
ڭ
ࣨ

▪
ࠓ
か
ら
࢝
Ί
る
ੜ
લ
੔
理

ऴ
活
の
͓

͸
ͳ
し

Ѫ
す
る
家
଒
の
人
生
࠷
ظ
の
時
に
߄
て

な
い
よ
う
、
ま
た
、
本
人
が
չ
い
の
な
い

࠷
ظ
を
ܴ
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
ࠓ
か
ら
生

前
整
理
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

法
཯
の
ઐ
໳
家
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

と

き

６
月
１５
日
（
水
）
午
後
２
時

〜
３
時
３０
分

と
こ
ろ

上
水
新
町
地
域
セ
ン
タ
ー
集
会

室対

象

市
内
在
住
の
方

定

員

２０
人

申
込
み

地
域
แ
ׅ
支
援
セ
ン
タ
ー
け
や

き
の
ڷ
へ
（
先
着
順
）
☎
０４２
（
３
４
９
）

２
３
２
１

介
護
予
防
講
演
会

▪
͓
ޱ
の
ݩ
ؾ
͸
਎
ମ
の
ݩ
ؾ

学
΅
͏

Φ
ー
ラ
ル
ϑ
Ϩ
イ
ル
༧
๷

ט
Ή
力
、
ҿ
み
込
Ή
力
が
ਰ
え
た
ঢ়
態

で
あ
る
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
そ
の
予

防
に
つ
い
て
ઐ
໳
家
が
話
し
ま
す
。

お
口
の
݈
߁
を
保
つ
こ
と
は
、
介
ޢ
予

防
や
認
知
機
ೳ
௿
Լ
予
防
に
つ
な
が
り
ま

す
。
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
予
防
を
ຖ
日
の

生
活
に
औ
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と

き

７
月
５
日
（
火
）
午
後
２
時

〜
３
時
３０
分

と
こ
ろ

෱
ࢱ
会
館
小
ホ
ー
ル

対

象

市
内
在
住
の
方

定

員

３０
人

申
込
み

６
月
６
日
（
月
）
か
ら
、
電
話

で
ߴ
ྸ
者
支
援
課
へ（
先
着
順
）☎
０４２（
３

４
６
）
９
５
３
９

ೝ
஌
঱
Ո
଒
հ
ޢ
講
演
会

▪
৮
Ε
ͯ
ೝ
஌
঱
の
঱
状
を
࿨
ら
げ
る

タ
Ϋ
ς
ỹ
ー
ル
⡴
έ
ア

タ
ク
テ
ỹ
ー
ル
に
は
、
৮
れ
る
と
い
う

意
味
が
あ
り
ま
す
。
直
઀
ഽ
に
৮
れ
る
こ

と
で
、
ケ
ア
を
行
う
ଆ
と
ड
け
る
ଆ
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ἀ
ン
を
ଅ
し
、
認
知
症

こ
ͩ
݈
ମ
ૢ
ڭ
ࣨ

運
動
ෆ
଍
を
感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
。
家

で
も
気
ܰ
に
で
き
る
、
こ
だ
݈
体
操
や
ے

ト
レ
で
、
଍
・
ࠊ
の
ے
力
ア
ッ
プ
や
全
身

の
バ
ラ
ン
ス
ೳ
力
向
上
を
໨
指
し
ま
し
ょ

う
。

と

き

６
月
２９
日
（
水
）
午
前
１０
時

〜
１１
時
３０
分

９
時
４０
分
ड
付

と
こ
ろ

݈
߁
セ
ン
タ
ー

対

象

市
内
在
住
の
方

定

員

こ
だ
݈
体
操
１５
人
、
こ
だ
݈
イ

ス
体
操
１０
人

࣋
ͪ
物

参
加
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
）、

ච
ه
用
具
、
ҿ
み
物
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル

※
動
き
や
す
い
෰
૷
と
ۺ
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
み

６
月
６
日
（
月
）
か
ら
、
݈
߁

セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
可
、
先
着
順
）
☎
０４２

（
３
４
６
）
３
７
０
１

Ԙ
෼
計
の
ି
出
し

ݮ
Ԙ
ν
Ỿ
Ϩ
ン
δ

Ԙ
分
ܭ
を
使
っ
て
自
分
の
味
֮
を
知

り
、
減
Ԙ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
ミ
ニ
講
話
で
は
、
ࠓ
日
か
ら
؆
୯
に

で
き
る
減
Ԙ
の
こ
つ
を
お
伝
え
し
ま
す
。

と

き

７
月
５
日
（
火
）
午
前
９
時

３０
分
〜
１０
時
３０
分
、
午
前
１１
時
〜
正
午

と
こ
ろ

݈
߁
セ
ン
タ
ー

対

象

市
内
在
住
の
方

※
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

定

員

各
１５
人

内

容

ӫ
ཆ
ミ
ニ
講
話
、
Ԙ
分
ܭ
の
ି

し
出
し

࣋
ͪ
物

ච
ه
用
具
、
参
加
カ
ー
ド
（
お

持
ち
の
方
）

申
込
み

６
月
６
日
（
月
）
か
ら
、
݈
߁

セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
可
、
先
着
順
）
☎
０４２

（
３
４
６
）
３
７
０
１

ঁ
ੑ
の
ͨ
Ί
の

セ
ル
ϑ
έ
ア
ڭ
ࣨ

▪
ݩ
ؾ
と
Ω
Ϩ
イ
を
ͭ
͘
る
ঁ
ੑ
の
ࣗ
෼

み
͕
き
講
座

ふ
だ
ん
๩
し
く
て
、
自
分
の
݈
߁
は
後

回
し
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
ࠓ
回
は
、

女
性
ホ
ル
Ϟ
ン
と
ࠎ
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

に
、
い
つ
ま
で
も
元
気
に
自
分
ら
し
く
生

活
で
き
る
女
性
の
݈
߁
ͮ
く
り
に
つ
い

て
、
講
話
や
実
ફ
を
通
じ
て
楽
し
く
学
び

ま
す
。
運
動
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
方

に
も
お
す
す
め
で
す
。

と

き

７
月
１２
日
（
火
）・２１
日
（
木
）

午
前
１０
時
〜
１１
時
４５
分

９
時
３０
分
ड

付

全
２
回

と
こ
ろ

݈
߁
セ
ン
タ
ー

対

象

市
内
在
住
で
５５
歳
以
Լ
の
女
性

※
保
育
あ
り
ま
す
（
６
か
月
以
上
、
先
着

順
）。

定

員

１５
人

内

容

運
動
実
技
、
講
話
、
݂
ѹ
ଌ
定

ほ
か

࣋
ͪ
物

参
加
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
）、

ච
ه
用
具
、
ҿ
み
物
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル

※
運
動
が
で
き
る
෰
૷
と
ۺ
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
み

６
月
６
日
（
月
）
か
ら
、
݈
߁

セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
可
、
先
着
順
）
☎
０４２

（
３
４
６
）
３
７
０
１

国
民
年
金

▪
Ͷ
ん
き
ん
ω
ッ
ト
で
ࣗ
෼
の
年
ۚ
ه
࿥

ͳ
Ͳ
の
֬
ೝ
を

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
Ỽ
ン
か
ら
、
自
分
の
年
金
ه

࿥
の
確
認
や
、
ক
དྷ
ड
け
औ
れ
る
年
金
ֹ

の
ࢼ
ࢉ
な
ど
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ಧ
出

書
の
作
成
や
通
知
書
の
再
交
付
申
੥
も
で

き
ま
す
。

内

容

年
金
加
入
ه
࿥
の
র
会
、
ক
དྷ

ड
け
औ
れ
る
年
金
ֹ
の
ࢼ
ࢉ
、
௥
ೲ
が
で

き
る
ظ
間
と
金
ֹ
の
確
認
、
ಧ
出
書
の
作

成
、
通
知
書
の
再
交
付
申
੥
、
電
子
൛
ね

ん
き
ん
定
ظ
ศ
の
確
認
ほ
か

※
電
子
申
੥
は
で
き
ま
せ
ん
。
作
成
し
た

ಧ
出
書
は
、
武
蔵
໺
年
金
事
務
所
へ
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

※
ར
用
に
は
、
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
へ
の
ొ

࿥
と
基
ૅ
年
金
番
号
が
ඞ
要
で
す
。
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

H
検
索

日
本
年
金
機
ߏ

ね
ん
き
ん
ネ

ッ
ト

問
合
せ

ね
ん
き
ん
定
ظ
ศ
・
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
౳
ઐ
用
ダ
イ
Ϡ
ル
☎
０
５
７
０

（
０
５
８
）
５
５
５

հ
ޢ
保
険
ೝ
定
ௐ
ࠪ
員

ớ
ݸ
人
ҕ
ୗ
Ờ
を
募
集

介
ޢ
保
険
認
定
ௐ
ࠪ
に
つ
い
て
、
個
人

で
市
と
ܖ
約
を
行
い
、
ௐ
ࠪ
ථ
を
市
へ
提

出
し
ま
す
。

期

間

ܖ
約
日
〜
令
和
５
年
３
月
３１
日

資

格

介
ޢ
支
援
ઐ
໳
員
の
資
格
を
有

し
、
認
定
ௐ
ࠪ
の
ܦ
ݧ
が
あ
る
方

募
集
人
数

ए
ׯ
名

報

酬

１
݅
当
た
り
４
千
８
百
円

内

容

市
内
・
市
外
の
介
ޢ
認
定
ௐ

ࠪ
、
ௐ
ࠪ
ථ
作
成

申
込
み

申
込
用
ࢴ
を
ه
入
の
う
え
、
問

合
せ
先
へ
持
参

※
申
込
用
ࢴ
な
ど
は
問
合
せ
先
に
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

ߴ
ྸ
者
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
７
５
９

の
方
の
ෆ
安
、
཈
う
つ
、
い
ら
い
ら
な
ど

の
症
ঢ়
の
؇
和
や
、
信
པ
関
係
の
ߏ
ங
に

有
効
で
あ
る
と
ݴ
わ
れ
て
い
ま
す
。
タ
ク

テ
ỹ
ー
ル
ケ
ア
の
考
え
方
な
ど
の
介
ޢ
技

法
を
、
認
定
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
話
し

ま
す
。

※
講
ࢣ
は
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
（
ズ
ー

ム
）
で
講
ٛ
し
ま
す
。

と

き

７
月
２
日
（
土
）
午
後
２
時

〜
３
時
３０
分

と
こ
ろ

①
෱
ࢱ
会
館
小
ホ
ー
ル
、
②
テ

レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
（
ズ
ー
ム
）

対

象

認
知
症
の
家
଒
を
介
ޢ
す
る
方

定

員

①
２０
人
、
②
５０
人

申
込
み

６
月
６
日
（
月
）
か
ら
、
①
は

電
話
で
問
合
せ
先
へ
（
先
着
順
）、
②
は

６
月
２２
日
（
水
）
ま
で
に
、
電
子
メ
ー
ル

の
݅
名
に
「
認
知
症
家
଒
介
ޢ
講
演
会
」

と
明
ه
し
、
住
所
、
氏
名
、
年
ྸ
、
電
話

番
号
を
入
力
の
う
え
、
問
合
せ
先
へ
（
先

着
順
）

問
合
せ

地
域
แ
ׅ
支
援
セ
ン
タ
ー
中
央

セ
ン
タ
ー
☎
０４２
（
３
４
５
）
０
６
９
１
、

Achuo����.online@gmail.com

ೝ
஌
঱
հ
ޢ
ऀ
ަ
ྲྀ
会

認
知
症
の
家
଒
を
介
ޢ
し
て
い
る
人
同

士
が
交
ྲྀ
す
る
場
で
す
。
体
ݧ
を
語
り
合

う
こ
と
で
、
介
ޢ
の
ヒ
ン
ト
も
ಘ
ら
れ
ま

す
。

と

き

７
月
１１
日
（
月
）
午
前
１０
時

３０
分
〜
正
午

と
こ
ろ

①
݈
߁
෱
ࢱ
事
務
セ
ン
タ
ー
２

֊
第
ࡾ
・
第
࢛
会
議
室
、
②
テ
レ
ビ
会
議

シ
ス
テ
ム
（
ズ
ー
ム
）

※
②
は
ر
๬
者
が
２
人
以
上
い
る
場
合
の

み
。

対

象

認
知
症
の
家
଒
を
介
ޢ
す
る
方

定

員

各
１０
人

申
込
み

６
月
６
日
（
月
）
か
ら
、
①
は

電
話
で
問
合
せ
先
へ
（
先
着
順
）、
②
は

７
月
６
日
（
水
）
ま
で
に
、
電
子
メ
ー
ル

の
݅
名
に
「
認
知
症
介
ޢ
者
交
ྲྀ
会
」
と

明
ه
し
、
住
所
、
氏
名
、
年
ྸ
、
電
話
番

号
を
入
力
の
う
え
、
問
合
せ
先
へ
（
先
着

順
）

問
合
せ

地
域
แ
ׅ
支
援
セ
ン
タ
ー
中
央

セ
ン
タ
ー
☎
０４２
（
３
４
５
）
０
６
９
１
、

Achuo����.online@gmail.com

ҩ
ࢣ
に
Α
る
物
๨
Ε
૬
ஊ
会

ҩ
ࢣ
に
物
๨
れ
の
૬
ஊ
が
で
き
ま
す
。

※
૬
ஊ
は
、
会
場
の
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ

ム
（
ズ
ー
ム
）
で
行
い
ま
す
。

と

き

７
月
１２
日
（
火
）
午
後
１
時

３０
分
以
降
の
指
定
す
る
時
間

と
こ
ろ

上
宿
公
民
館
学
習
室
１

対

象

市
内
在
住
で
、
物
๨
れ
な
ど
の

症
ঢ়
が
あ
り
、
認
知
症
が
心
配
さ
れ
る

方
、
ま
た
は
そ
の
家
଒

定

員

３
人

申
込
み

６
月
６
日
（
月
）
か
ら
２０
日

（
月
）
ま
で
に
、
地
域
แ
ׅ
支
援
セ
ン
タ

ー
け
や
き
の
ڷ
へ
（
先
着
順
）
☎
０４２
（
３

４
９
）
２
３
２
１

ೝ
஌
঱
支
援
Ϧ
ー
μ
ー

ཆ

੒

講

座

認
知
症
支
援
リ
ー
ダ
ー
は
、
認
知
症
の

こ
と
や
認
知
症
の
方
へ
の
関
わ
り
方
な
ど

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
地
域
で
認
知
症

の
方
と
家
଒
を
支
え
る
た
め
の
活
動
を
し

ま
す
。
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
฻

ら
せ
る
地
域
を
一
ॹ
に
作
り
ま
し
ょ
う
。

と

き

７
月
１２
日・２６
日
、８
月
９
日・

３０
日
、
９
月
６
日
・
２０
日
の
火
曜
日

午

前
１０
時
〜
正
午
（
７
月
２６
日
は
午
後
２
時

〜
４
時
）
全
６
回

と
こ
ろ

෱
ࢱ
会
館
小
ホ
ー
ル

対

象

認
知
症
サ
ϙ
ー
タ
ー
ཆ
成
講
座

を
ड
講
ࡁ
み
の
方

定

員

３０
人

内

容

ප
気
の
理
解
、઀
し
方
の
こ
つ
、

家
଒
か
ら
の
体
ݧ
ஊ
、
܏
ௌ
に
つ
い
て
な

ど申
込
み

６
月
６
日
（
月
）
か
ら
、
ߴ
ྸ

者
支
援
課
へ（
先
着
順
）☎
０４２（
３
４
６
）

９
５
３
９

生活習慣病の予防・ૣ期発見のため、 þ月から࣮ࢪします。ର৅の方には、 ý月下旬に、ड਍
にඞ要な書ྨを送付します。ड਍期間など、詳しくは送付される書ྨをご確認ください。

通知を発送　特定健康診査・一般健康診査

対

象

Ὂ４０͔ࡀΒþ４ࡀ·Ͱͷখฏࠃࢢຽ݈߁อݥՃೖऀ
Ὂऀྸߴظޙҩྍ੍౓Ճೖऀʢþ５ࡀҎ্ͷํͳͲʣ
Ὂ４０ࡀҎ্Ͱੜ׆อޢडڅதͷํ
Ὂ４０ࡀҎ্Ͱྩ࿨ ４೥ ４݄ ２೔Ҏ߱ʹখฏࠃࢢຽ݈߁อݥʹՃೖͨ͠ ʢํਃࠐΈ͕ඞཁʣ

問
合
せ

Ὂࠃຽ݈߁อݥ΍ड਍֨ࢿͳͲʜอݥ೥ۚ՝ࠃຽ݈߁อݥ୲౰ὸ０４２ʢ３４６ʣ９５２９
Ὂऀྸߴظޙҩྍ੍౓΍ड਍֨ࢿͳͲʜอݥ೥ۚ՝ऀྸߴظޙҩྍ୲౰ὸ０４２ʢ３４６ʣ９５３８
Ὂੜ׆อޢडڅதͷํʜ݈߁ηϯλʔὸ０４２ʢ３４６ʣ３þ００
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掲載したイベントなどは、新型コロナウイルス感染症の影響により、中止・変更になる場合があります。
小平市ホームページや問合せ先などから最新の情報をご確認ください。また、イベント参加時や施設利用
時には、感染症対策にご協力をお願いします。

◇市報は5日・20日（1月と10月は1日・20日）に発行します。すべての世帯のポストに直接配布するほか、市の施設、市内と
市境にある駅・郵便局・スーパーマーケットなどでも配布します。また、小平市ホームページにも掲載しています。
市報が届かない場合などは、株式会社小平広告（☎0120（９４４）９00）へご連絡ください（月曜〜金曜日午前9時〜午後5時）。

市では、令和4年3月に策定した、小平アクティブ
プラン21(第四次小平市男女共同参画推進計画)の
中の、固定的役割分担意識、無意識の思い込みの解
消を重点項目として、令和4年度～8年度の計画期
間に積極的に取り組んでいきます。
問合せ　市民協働・男女参画推進課☎０42（３4６）９６1８

らしさってなんだろう

職
場
編

家
庭
編

６月２３日〜２９日　男女共同参画週間

無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）は、働
く場や家庭など、日常のあらゆる場面に潜んでいます。
性別に関わらず、誰もが活躍できる環境を作るため
に、まずは思い込みや決めつけの存在に気づくことが
重要です。

□女性の上司に抵抗がある
□男性は残業や休日出勤が当たり前だ
□女性に理系の進路（学校・職業）は向いていない
□男性は力仕事を率先して行うべきだ

□自治会や町内会の重要な役職は男性が担うべきだ
□子どもの学校行事には女性が参加するべきだ
□家事・育児は女性が支えるべきだ
□男性は仕事をして家計を支えるべきだ

チェックしてみましょう。

毎年６月2３日から2９日までの一週間は、男女共同参画週間です。
令和4年度は、「あなたらしいを築く、あたらしい社会へ」がテーマです。
性別に関わらず、職場、学校、地域、家庭でそれぞれの個性と能力を発揮で
きる社会を目指しましょう。
◆パネル展
無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）について、パネルの展示や
関連した資料を配布します。
と　き　６月1３日（月）～３０日（木）
ところ　市役所１階ロビー、男女共同参画センターひらく

男女共同参画週間講演会
◆らしさからの自由
弁護士の太田啓子さんが、自身の経験から、らしさとは何
かについて話します。性別による無意識の思い込みや決め
つけと向き合うきっかけにしませんか。
と　き　７月２日（土）　午後２時～4時　１時4０分開場
ところ　①中央公民館ホール、②テレビ会議システム（ズーム）
定　員　各4０人
※①は保育７人あります（１歳から就学前まで、６月2８日（火）までに、問
合せ先へ（先着順））。
申込み　６月６日（月）から、①は住所、氏名、電話番号を問合せ先へ（電話・
ファクシミリ・電子メール可、先着順）、②は６月2８日（火）までに、東京電
子自治体共同運営サービスのホームページ（3面欄外ＱＲコード）へ（先着順）
問合せ　市民協働・男女参画推進課☎０42（３4６）９６1８、FAX０42（３4６）９5
７5、Akyodo-danjo＠city.kodaira.lg.jp

こんな思い込み、決めつけをしていませんか

「男だから」、「女だから」とつい口にしていませんか

畑が身近にある小平では、収穫したての新鮮なトマトが
味わえます。小平の夏の味を楽しみませんか。
問合せ　産業振興課☎０42（３4６）９5３３

夏の風物詩であるトマトには、生
活習慣病の予防や血糖値の低下に
効果があるリコピンや、美肌を保
つのに役立つビタミンC、高血圧
を予防するカリウムなどの栄養が多く含まれています。

おいしいトマトを見極めるに
は、お尻（へたが付いていな
い方）に放射線状の線が入っ
ている、色むらがなくつやが
ある、ずっしりと重いことな
どを確認しましょう。
直売所で売られているトマトは、店舗に並ぶ直前まで自然
の恵みを吸収して完熟した状態のため、新鮮でトマト本来
の味を楽しむことができます。
また、トマトは生で食べる以外にも、煮る、焼くなどの調
理方法もおすすめです。加熱することで、甘みが増し、本
来のおいしさが引き立ちます。

夏野菜を中心とした多数の市内産農産物を販売します。安
全・安心な農産物を、ぜひお求めください。
と　き　６月15日・2９日、７月６日の水曜日　午後５時
～７時　荒天中止
ところ　新小平駅前
主　催　JA東京むさし小平地区青壮年部
問合せ　JA東京むさし小平支店指導経済課☎０42（３4８）７
244

夏の名物
小平産トマト

栄養満点
野菜界の人気者　トマト

購入前に確認
おいしいトマトの見分け方

夏やさい夕市

◆ルネこだいら市民ピアノリレー
ルネこだいらの大ホールの舞台で、世界三大ピアノのベーゼンドルファ
ーを演奏しませんか。
と　き　９月1８日（日）　午前11時～午後4時
ところ　ルネこだいら大ホール
※駐車場はありません。
対　象　指定する時間帯で演奏可能な方
※年齢、ピアノの演奏ジャンル、在住・在勤・在学要件は問いません。
募集部門　▷ソロ・連弾部門　初級者…ブルグミュラー程度（演奏時間
５分以内）、中級者…ツェルニー1００番から３０番程度（演奏時間５分以
内）、上級者…ツェルニー4０番程度以上（演奏時間1０分以内）
▷アンサンブル部門　ピアノを含む3人以内（演奏時間1０分以内、ピ
アノと持ち運べる小型楽器（弦楽器）など）
定　員　３０組程度
申込み　６月24日（金）まで（消印有効）に、ホームページ（右
図ＱＲコード）またはチラシ裏面の申込書を記入のうえ、問
合せ先へ（持参・送付・ファクシミリ可、申込み多数の場合
は抽選し、結果を７月中旬に送付）
※チラシはルネこだいら、公民館、図書館にあるほか、ホームページか
らダウンロードもできます。
H検索　ルネこだいら
問合せ　ルネこだいら「市民ピアノリレー」係（〒1８７−００41　美園
町１−8−５）☎０42（３45）5111、FAX０42（３45）９９51

ガイドが解説しながら歩きます。
◆齋藤素巖彫刻巡り
小平駅から狭山・境緑道の、齋藤素巖・彫刻の小径の彫
刻や、そのほかモニュメントについて、専門家による説
明を聞きながら、花小金井駅まで約3㌔㍍を歩きます。
と　き　６月11日（土）　雨天決行
集　合　午前９時2０分　西武線小平駅南口
※解散は午後１時ごろ、西武線花小金井駅。
◆小平東部地区の今昔と鈴木遺跡を巡る
花小金井駅から小金井橋や海岸寺に立ち寄り、鈴木遺跡資料館まで約4㌔
㍍を歩きます。
と　き　６月25日（土）　雨天決行
集　合　午前９時2０分　西武線花小金井駅南口
※解散は午後１時ごろ、鈴木遺跡資料館。

―共　通―
費　用 5００円　　定　員　各1０人
申込み　６月６日（月）の午前９時から、電話で住所、氏名、電話番号をこ
だいら観光まちづくり協会へ（先着順）☎０42（３12）３９54（午前９時～
午後５時）

ベーゼンドルファーを弾こう
出演者を募集

鷹の台公園いどばたかいぎ
鷹の台公園いどばたかいぎは、鷹の台公園整備に向
けて、市民の皆さんから意見を伺うための懇談会で
す。整備予定の鷹の台公園を中心に、市内の公園に
ついて、日ごろ感じていること、困っていることな
どを意見交換します。
と　き ７月3日(日)　午後１時３０分～3時３０分
ところ　津田公民館ホール
対　象　市内在住・在勤・在学の方
申込み　６月６日（月）から2７日（月）までに、東京電子自治体共同運営
サービスのホームページ（3面欄外ＱＲコード）へ（先着順）
※電子メールからも申し込めます（参加者氏名、住所、連絡先を問合せ
先へ）。
問合せ　水と緑と公園課☎０42（３4６）９８３０、Akoen@city.kodaira.lg.jp

観光まちづくり協会 まち巡りガイドツアー

あじさい公園
こだいらあじさい祭り
３０種約1,5００株のあじさいが見頃を迎えるあじさい公園で、あじさいの
挿し木の体験や夜間のライトアップを行います。
◆あじさいの挿し木体験会
と　き　６月8日（水）　午前1０時３０分～11時３０分
※雨天の場合は15日（水）に順延。
対　象　あじさい部会のボランティア活動に興味がある方
申込み　当日、会場へ
◆紫陽花・ライトアップインこだいら
と　き　６月５日（日）～22日（水）　午後６時～8時３０分
※詳しくは、ホームページをご覧ください。
主　催　こだいら観光まちづくり協会　　後　援　小平市
◆あじさい公園あじさい部会ボランティアを募集
あじさいの手入れやせん定をしています。
活動日　５月～1０月の水曜日
※詳しくは、お問い合わせください。
H検索　小平にこないか
問合せ　こだいら観光まちづくり協会☎０42（３12）３９54
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ス
テ
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練
放
送
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。
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声
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線
か
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。
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、
地
震
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ま
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と

き

６
月
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日
（
水
）

午
前
１０
時

ご
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内

容

（
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ャ
イ
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こ
ち
ら
は
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防
災
小
平
で
す
。
た
だ
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ま
か
ら
訓
練
放

送
を
行
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ま
す
」、（
緊
急
地
震
速
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ャ

イ
ム
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緊
急
地
震
速
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大
地
震
で
す
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大
地
震
で
す
。こ
れ
は
訓
練
放
送
で
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回
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す
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こ
ち
ら
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、
防
災
小

平
で
す
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チ
ャ
イ
ム
）

※
防
災
行
政
無
線
で
放
送
し
た
内
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訓
練
放
送
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後
か
ら
一
定
時
間
、
電
話

（
自
動
音
声
応
答
サ
ー
ビ
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☎
０４２
（
３
４

１
）
０
７
９
３
）
で
確
認
で
き
ま
す
。

問
合
せ

防
災
危
機
管
理
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
１
９

暮
ら
し
の
中
の

危
険
物
に
注
意
を

６
月
５
日
（
日
）
か
ら
１１
日
（
土
）
ま

で
は
、
危
険
物
安
全
週
間
で
す
。

家
庭
や
職
場
で
使
用
し
て
い
る
ス
プ
レ

ー
缶
（
殺
虫
剤
、
冷
却
ス
プ
レ
ー
な
ど
）

に
は
、
危
険
物
が
含
ま
れ
て
い
る
製
品
が

あ
り
ま
す
。
本
体
の
表
示
を
よ
く
読
み
、

次
の
こ
と
を
守
っ
て
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

▽
火
気
の
近
く
で
使
用
し
な
い

▽
中
身
を
使
い
切
っ
て
か
ら
破
棄
す
る

▽
使
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切
る
際
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火
気
の
な
い
通
気
性

の
良
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で
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射
す
る

ま
た
、
新
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コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
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の
影
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で
、
消
毒
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ア
ル
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使

用
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備
蓄
す
る
機
会
が
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え
ま
し
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。
ア

ル
コ
ー
ル
は
発
火
性
が
あ
る
危
険
物
で

す
。
適
切
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管
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を
し
ま
し
ょ
う
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防
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予
防
課
防
火
管
理

係
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）
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避
難
所
管
理
運
営
マ
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一
緒
に
作
り
ま
せ
ん
か

大
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模
災
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が
発
生
し
た
時
に
開
設
さ

れ
る
避
難
所
は
、
避
難
し
て
き
た
地
域
住

民
が
中
心
と
な
っ
て
運
営
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
で
は
、
地
域
住
民
や
学

校
関
係
者
な
ど
の
方
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と
協
力
し
な
が

ら
、
避
難
所
管
理
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
や
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

避
難
所
管
理
運
営
マ
ニ
ュ
ア
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と
は
、

被
災
後
に
避
難
所
運
営
体
制
を
い
ち
早
く

確
立
す
る
た
め
に
、
具
体
的
な
手
順
な
ど

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

現
在
、
災
害
時
の
避
難
所
と
な
る
市
立

小
・
中
学
校
お
よ
び
小
平
元
気
村
お
が
わ

東
の
２８
地
区
で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や

見
直
し
に
向
け
た
会
議
な
ど
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
な
ど
に
参
加
で
き

る
方
は
、
問
合
せ
先
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
な
お
、
各
地
区
で
作
成
さ
れ
た

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

防
災
危
機
管
理
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
１
９

自
治
会
地
域
懇
談
会

自
治
会
同
士
の
横
の
つ
な
が
り
作
り
や

情
報
共
有
、
先
進
事
例
の
紹
介
な
ど
を
し

ま
す
。
自
治
会
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
、

こ
れ
か
ら
自
治
会
を
立
ち
上
げ
た
い
と
考

え
て
い
る
方
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
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▽
６
月
２４
日
（
金
）

午
後
６

時
〜
８
時

中
央
公
民
館
講
座
室
２

▽
６
月
２５
日
（
土
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午
前
１０
時
〜
正
午

東
部
市
民
セ
ン
タ
ー
集
会
室
洋
室

定

員

各
２０
人

内

容

市
か
ら
の
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、
自
治
会
活
動

の
ヒ
ン
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に
つ
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て
の
意
見
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換

申
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み

６
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で
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進
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２
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０４２
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５
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５
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狭
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狭
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公
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蒲
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５
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２
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５
年
３
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１８８
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０
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︱
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園
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込
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問
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２
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０４２
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０
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６
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出
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燃
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。
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泉
園
組
合
（
搬

入
量
３
千
７
百
１４
㌧
）、
ふ
じ
み
衛
生
組

合
（
搬
入
量
３
千
５
百
１９
㌧
）
で
、
可
燃

ご
み
の
一
部
を
処
理
（
広
域
支
援
）
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
も
引
き
続
き
、
柳
泉
園
組

合
（
予
定
量
３
千
５
百
㌧
）
お
よ
び
ふ
じ

み
衛
生
組
合
（
予
定
量
３
千
４
百
㌧
）
に

支
援
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

よ
り
一
層
の
ご
み
の
減
量
・
分
別
の
徹

底
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ

資
源
循
環
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
３
５

ル
ネ
こ
だ
い
ら
の

大
舞
台
で
演
奏

小
平
市

青
少
年
音
楽
祭

出
演
者
募
集

バ
ン
ド
や
ギ
タ
ー
・
ピ
ア
ノ
の
弾
き
語

り
な
ど
、
歌
や
演
奏
が
大
好
き
で
練
習
を

重
ね
て
い
る
青
少
年
の
皆
さ
ん
、
ル
ネ
こ

だ
い
ら
の
大
ホ
ー
ル
で
日
頃
の
成
果
を
発

揮
し
ま
せ
ん
か
。

と

き

１０
月
２３
日
（
日
）

午
前
１０
時

〜
午
後
４
時
３０
分

と
こ
ろ

ル
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対

象

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

▽
１
組
３５
人
以
内
で
、
小
平
市
に
関
わ
り

の
あ
る
小
学
生
以
上
の
青
少
年
が
１
人
以

上
い
る
（
１
人
で
の
出
演
可
）

▽
代
表
者
会
議
（
９
月
９
日
（
金
）
の
午

後
７
時
か
ら
小
平
市
役
所
、
１０
月
２２
日

（
土
）
の
午
後
３
時
か
ら
ル
ネ
こ
だ
い

ら
）
に
出
席
で
き
る

※
演
奏
形
態
、
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん

（
カ
ラ
オ
ケ
に
よ
る
伴
奏
を
除
く
）。

募
集
数

１５
組

※
応
募
数
が
７
組
未
満
の
場
合
は
開
催
し

ま
せ
ん
。

企
画
・
運
営

小
平
市
青
少
年
委
員
会

協

力

小
平
青
少
年
吹
奏
楽
団

申
込
み

６
月
３０
日
（
木
）
の
午
後
５
時

ま
で
に
、
東
京
電
子
自
治
体
共
同
運
営
サ

ー
ビ
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
３
面
欄
外
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
）
へ
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は

小
平
市
を
拠
点
に
活
動
す
る
個
人
、
団
体

を
優
先
に
抽
選
し
、結
果
を
全
員
に
通
知
）

問
合
せ

地
域
学
習
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
８
３
４

世
界
が
誇
る
オ
ペ
ラ
歌
手

森
麻
季

ソ
プ
ラ
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

た
ぐ
い
ま
れ
な
技
術
に
裏
打
ち
さ
れ
た

透
明
感
の
あ
る
美
声
と
深
い
音
楽
性
で
、

常
に
第
一
線
で
活
躍
し
続
け
て
い
る
オ
ペ

ラ
歌
手
、
森
麻
季
が
癒
し
の
ひ
と
と
き
を

お
贈
り
し
ま
す
。

と

き

６
月
１８
日
（
土
）

午
後
３
時

開
演

と
こ
ろ

ル
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

費

用

Ｓ
席
３
千
５
百
円
、
Ａ
席
３
千

円
（
全
席
指
定
）

※
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
の
入
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

出

演

森
麻
季
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
山
岸

茂
人
（
ピ
ア
ノ
）

曲

目

我
が
母
の
教
え
給
い
し
歌
、
越

谷
達
之
助
「
初
恋
」、シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
「
ア

ヴ
ェ
マ
リ
ア
」、
歌
劇「
ノ
ル
マ
」よ
り

清
ら
か
な
女
神
よ
ほ
か

申
込
み

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話
で

問
合
せ
先
へ

H
検
索

ル
ネ
こ
だ
い
ら

問
合
せ

ル
ネ
こ
だ
い
ら
チ
ケ
ッ
ト
カ
ウ

ン
タ
ー
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
０
０
０

市
民
活
動
で
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
講
座

市
民
活
動
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座

「
伝
え
る
、
そ
の
前
に

伝
わ
る
情
報

発
信
っ
て
何
」
を
テ
ー
マ
に
、
わ
か
り
や

す
く
、
親
し
み
や
す
い
方
法
で
市
民
活
動

の
情
報
を
発
信
し
、
仲
間
を
増
や
す
方
法

を
学
び
ま
し
ょ
う
。

と

き

６
月
２５
日
、
７
月
２
日
の
土
曜

日

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

全
２

回と
こ
ろ

①
小
平
元
気
村
お
が
わ
東
あ
す

ぴ
あ
会
議
室
、
②
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム

（
ズ
ー
ム
）

定

員

各
１０
人

※
保
育
４
人
あ
り
ま
す
（
１
歳
か
ら
就
学

前
ま
で
、
６
月
１８
日
（
土
）
ま
で
に
、
問

合
せ
先
へ
（
先
着
順
））。

申
込
み

６
月
５
日
（
日
）
か
ら
１９
日

（
日
）
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
で
住
所
（
町
名
ま
で
）、
氏
名
、
電
話

番
号
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
参
加
場

所
（
①・②
）
を
問
合
せ
先
へ
（
先
着
順
）

問
合
せ

小
平
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
す
ぴ
あ
☎
０４２
（
３
４
８
）
２
１
０
４
、

Ainfo@kodaira-shiminkatsudo-
ctr.jp




